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令 和 ４ 年 ６月藤沢市議会定例会 

厚 生 環 境 常 任 委 員 会 資 料 

 

 

 

令和４年度国民健康保険料の料率について 

 

 国民健康保険料は、医療分、後期高齢者支援金分、介護分の３つに区分され、さらに

それぞれの区分ごとに、所得割、被保険者均等割及び世帯別平等割の３つに区分されま

す。 

また、具体的な料率については、当該年度の被保険者数や世帯数の見込み、及び直近

における国民健康保険財政の収支などを勘案し、毎年度算定しております。 

つきましては、現時点における被保険者数や、令和３年度国民健康保険特別会計決算

見込み等を踏まえ算定した、令和４年度国民健康保険料の料率について報告するもので

す。 

 

１ 令和３年度末時点の被保険者数及び世帯数  ※（ ）は前年度末数字 

被保険者数：８１,９１８人（８３,７５０人→△１,８３２人） 

世 帯 数：５４,６９５世帯（５５,１４０世帯→△４４５世帯） 

全市民に占める加入率：１８.５５％（１９.０８％→△０.５３ポイント） 

 

２ 令和３年度国民健康保険特別会計決算見込み（概算） 

  保険料収入が料率算定時の見込みよりも多かったことなどにより、次のとおり単年

度収支において歳入超過が想定されます。 

① 歳 入 総 額：３８１億  ３２１万円（令和２年度からの繰越金含む） 

② 歳 出 総 額：３７１億  ５０６万円 

③ （①－②）：   ９億９,８１５万円（令和４年度への繰越金） 

④ （①のうち令和２年度からの繰越金額）：９億７,３９４万円 

⑤ （③－④）：     ２,４２１万円（単年度収支） 

 

３ 令和４年度国民健康保険料の料率 

令和４年度に本市が県に支出する国民健康保険事業費納付金が、被保険者の高齢化、

医療の高度化による保険給付費の増などの理由によりまして、被保険者一人当たり約

８,６００円の大幅な増額となっております。 

このことにより、一人当たり保険料を同程度増額する保険料率の引き上げを検討す

る必要がありますが、大幅な保険料率の引き上げは、被保険者の生活に大きな影響を

与えてしまうことから、基金繰入金及び繰越金等を活用することで、一人当たり保険

料の引き上げ幅を約４,０００円まで抑制を図り、令和４年度国民健康保険料の料率を

決定しました。 

なお、具体的な料率等については、次ページのとおりです。 
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【令和４年度国民健康保険料の料率及び賦課限度額】 

 

（１）医療分 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）後期高齢者支援金分 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）介護分 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）一人当たり保険料 

 

 

 

 

※ 令和３年度の一人当たり保険料は、新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえ、

被保険者の所得減少を想定して算出したもので、同じ所得水準で保険料を算定し、

比較しますと、一人当たり保険料は約４,０００円の増加となります。 

（参考）令和２年度一人当たり保険料 １０５,９２８円 

以 上 

 

  福祉部 保険年金課 

区分 令和４年度 令和３年度 対前年度比較 

所得割 旧ただし書所得の５.９５％ 旧ただし書所得の５.７３％ ０.２２ﾎﾟｲﾝﾄ 

均等割 ２４,２４０円 ２３,６４０円 ６００円 

平等割 １６,５６０円 １６,４４０円 １２０円 

賦課限度額 ６５０,０００円 ６３０,０００円 ２０,０００円 

区分 令和４年度 令和３年度 対前年度比較 

所得割 旧ただし書所得の２.５３％ 旧ただし書所得の２.４９％ ０.０４ﾎﾟｲﾝﾄ 

均等割 ９,９６０円 ９,８４０円 １２０円 

平等割 ６,８４０円 ６,８４０円       ０円 

賦課限度額 ２００,０００円 １９０,０００円 １０,０００円 

区分 令和４年度 令和３年度 対前年度比較 

所得割 旧ただし書所得の２.４１％ 旧ただし書所得の２.０７％ ０.３４ﾎﾟｲﾝﾄ 

均等割 １１,８８０円 １０,３２０円 １,５６０円 

平等割 ５,８８０円 ５,０４０円 ８４０円 

賦課限度額 １７０,０００円 １７０,０００円 ０円 

令和４年度 令和３年度 対前年度比較 

１１０,０３７円 １０４,４４１円 ５,５９６円（５.３５％増） 


